
128.近江八幡市堀ノ内遺跡の

五角形住居跡、について

図 | 側資地点

1.はじめに (同 1) 

j府J 11qill尚;1;1:、近江八 l附ilîの尚~~II.IJ~ i~11 IIrrから千僧供

IIIT-'m:に広がるT'il'ifJ'<i立制;併の京市郎に依託する、弥
生時代からilA:ii時代にかけての似合遺跡である。迂I鋤:

/;1: Û!:'1}の Ti:í"ì山からのびる微i:'.~地上に立地し、酋1;に

は1']t.~川、さらには十I ~~f'川が北阿流している。標高は、

慨lJ100m前後をllllJる.f.'.i辺は、，1;<よリ五11生君11にお

いて ~n~な fiÏ. i伐を，'i めてきた地域であリ 、供養塚古墳①

を中心とした千f~HJ~JiJJH伶をはじめとして、勧学院遺

跡、観1J:";:;~遺跡!2>御館前i立跡、阪木J，:ì立跡などが. .!f:‘中

し、子1m共遺跡群を形成している.
jfr~ζの地域では、県営u.tV，;t，完備、河川改良工事な

どに伴う ~HGi;凋先が総統して行われてあ・ 1) 、弥生時代

から中.~時にいたる多くのiit怖がr.ffU認されている.ここ

で報侍する住民跡(，Us手口58王手伎の県営はま持f左側首、炉設に
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i乎う発J恥調査で検出されたむのである@。潟査では、

弥生時代後期から古れl時代前J切にかけてを中心とした

竪穴式住総湖;1)午、方形周沿海、平安時代から鎌倉時代

にかけての扶li立与t建物、 7i1~状j立HIlなどを倣認してい る 。

五角形住居跡lま、制ノf"Ji立跡のさらに}l!r特郎、岩塚古
ザt と ト ギス塚i~im (ともに術穴式1I'長Jmの中I品}あた
りで、{むの般穴式{主J;i;'跡数j.!Uとともに検出された。

2 住居跡の特徴

i主}古跡は来511が{也の1:T.I，';'跡と，ri似しているが、その
全容を知ることができる(似12・3)."jCi，而}別立-ill各

各 501 前後を ilill') 、け4~tlÞljl約 8m 、}l! ，Jq幅約 7.501 の

やや隅jL傾向をもっ、はIriF.Jifq形を易している。床

而i村はほぼ39m・て'ある.1.立制IfOから床面までの深さは、

残りの良い西側て'約30酬を ill'] るが、 ~.[fl!3 ではf't!泌を残

すのみであった.

次に雪量火内の榊i立であるが、まず、各辺に沿って稲

20-8除問、採さ10-3Oc冊、ItfrIAiU学形のliを識が巡って

いる. 'íUI~ l;t ~t J夜間で一部切れており 、また海辺で著

しく帽を広げ、ft;i問から双方向に竪穴外へと ~èいてい

る。

住民ー跡の111f'"央に1;1:、 i主任 1m、短径60cm、首長さ

20rmのt{.;円形の上機が知たれており、 j'lt土に炭化物 -

tit土を合むことよリ、がと 4・えらJlる.さらに東南隅
よリやや:1仁に寄ったとニろにltj:必火と凡られる、長径

1.3m、制後 1m、j来さ35cmをatl]る二段揃りの土械が

ある。

主中1:火j;J:、3fi.，(tjIf~l，iJ械に lì. ;j~ ・ ィí.fJ:J )f~でめったと忠

われ、東南附にあた るむのを欠くが、その他は各糾に

対!芯する i立ii'iIこ.~・たれている。村:火j条25-35cm、』土l調

距~W、西j11が約 4 m と LH 、そのflJ! li::~)2.8-3.1 m 

である。

!ボinili、全体にわたって1:首〈跨みしめられており 、

山入口等の痕跡を特定することはできなかった。中央

土機以外に111ttよIflIはなく、またk{1勾23床部や/HHt-IJJ
リi:1らなど、特~な桃jJH~られない.

3.出土遺物

tì:'，~'跡内からの出 I:i.lì物/1 、ほとんどが惚土中に含

まれるむのであリ、床而U'.のらのは桜めて少ない。時

1!lIl.1慨t品、弥生時代後期から占式ニr.r.括採までを含む.
ここでは、 nl~仇と w:ft;i ìllの貯1後火と思われる土械から

出-1'.したご1:lliiを一部とリあげる ζ とにする. (図3、
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①11、凶j11の峨泌から正

位訟で出土したもので、故

大径12.7cm、底径 3.7c問、

現存高 7.7cmをlJliJる体形土

絡である。本来、 r1tけ口」

状のロ縁部を有していたと

思われるが、日繰f司i欠失後

む2起用に供されたと忠、われ、

端部は賂将している。川部

に、摘さ継6 を12める 7~

の櫛捕前線文、その下に百し

れた波状文を施す。休f潟部司裕i外

i1uに{は立翁紛細l日iカか‘Lい、，ハ、ケ1'1 を9残品し、

内i泊耐h削ilは4上半昔郁|仏i を ~VI般t位iナデrili，桝』

下去半l件土にlは立へラ4状t工よ以*のJ悩b浜Tき
E跡疹カが'1;残品るe 中央が門む平成

である。

②{ま、 l設協の北西角からtlI上したむので、よれ Lロ

綾部を欠〈鉢形土2訟である.悩球形の休部をむち、上

げ底状の平l去である.最大後16.4cm、ほ径 4.0cm、現

存jQj9.7cmを測る.M音J)以下、 5-6条の術指直線文、

列点文、波状Jtを施す.体官官中央付近に、幅 O.6cm、

高さ O.3cm、断jiJii'î形の突':i~ を付し、さらに列点文を

泌す。体育現外l面を縦万向、応部付近は横)Jli'jのハケ潟

EEを行い、内蘭11上部をナデ、版部付近Iまハケで謁怒

する。なお、予総形土2誌の鉢郊になる可能性を指摘し

ておきたい.

③ ・ ④ ・ ⑤I!JUif1illの土JX~からの出上である.

③1;'拠)f~土日詳の U紋;~IIであり、口径12 . 8cm を 11!lJ る。

堅固部から r< J の r;:状にIl~Jd、11*.*部はやや内わん傾

向を示す.tJ11仰は内11!lJにやや炎:11し外i1ffを1I巴厚させる。
上~;Ai~111ま l耐をヰl・する。日書11 に 5 条以」この!fiîH，W I(I級文を

地し、口紋古1111内外Itliとら縦ナデ、<<:古f，1;J:、ハケ例祭

を行う。iJ1i;(4の「長けnJ;1J;: n*;t波形ニt ・'~fi とはやや~避

さを災にするようである。

④は、口級制iを欠く鉢!杉一1:骨訟である。:11立大径12.1cm、

政官113.5側、現存日 7.7酬をillilる.日部付近に役大径

をむち、成宮1111中央がやや凶む'1<ijまである。 Id部tこ6

粂の備tilitfr斜l文、そのドに泌狐文を施す。休部外福li

斜め方向のハケ湖務、内jml1、隊部付近をハケ、上部

はナデ制慾を行う.

⑤ 11、j底部と口紋端部を欠失する三宅形土骨量である。

推定口径13.6cm、故大胸ffi16.Oc問、推定j¥'lj15.8cmをft!'1

る。ロ綾部は内外出.ナデi刻扱を行い、 「受け口」状を

呈すると思われるが、':jJi部には施文をもたない。類部

には櫛絡事IJ点支;を衝に配し、その下に1(1線文、さらに

体書11最大後十Jili:にi!I!紙文を施す. ;J1~'t主{立、外磁をハケ 、

図2 住居跡全景(北から)

l勾聞は下半に縦方liJjのハケ、 k下部を糾め1.e1::方向に
なてj二げてL、る。

出土造物はいずれも全形を ~n りうるものではないが、

総形、純文形態などは、 j[j:江地}jの弥生時代後期lに普

遍的に見られるものである.制1Fの一つの指様となる

ロt並立貧富Sの形態を欠いているが、 n*安部内外ffiiのナデ
調務など慨して後Hl的な裟ぷ・が見られる ζ とより、二
れらの土器をとリあえず、弥生11年代後期lでむ後半期に
属するむのとしておきたい.

4.まとめ

現在までに滋1t~Ir~下では、 Ji.f'jJ伝子 l7ii をイ{する堅穴

式住尉跡が 61殉.f".llì{~認されて is り、他.II!!.主主に比べて多

いようである.高山lm'b，'公川町市il'i東遺跡@で 1例、
守山市伊勢聞I伊勢j立跡。で4fyIJj;). 1:⑥、同じく守山市
婦l災1]]I町他的IJ:IJI!i立幼:<1>で 11~IJが総合されており 、 い
ずれむ弥生時代後J~l にもLfi'(づけられている。(表 1 ) 

周辺地域においての'lliiWljは少なく 、京都府間辺夫神

山地跡@ 、 六j句 )f~の例として、 F~1<I!以帰際大 rl ' ill跡⑨
のものなどが鈎1られているにj勉5ない。しかし、山陽

・山陰地方ではi!.i!Jt ll，~代 IjíjlUJの I91J として 、 開山県雄町

遺跡⑩、鳥取~lr~l';-木i品~⑪、 lijj J.~瀬川浜iti跡⑫などで、

Ji・六角形をぷーするftJ，!}跡が検出されておリ、一つの

分布の中心を成すようである.

近畿地方では、必生時代後期lに円形 .Ji形住蔚が浪

t正するとされるのに対して、近江地J;11服部迂u事@な
どに獄lli;に見られるように、 h・形1H.せが主流を占める

ようである⑬.制IfI-li立跡の(I;j時期lに泌する髭穴式住

1芯に|射して b.ん'形ないしは隅)L方形のLのばかりで

ある。いま当地tJXの弥1(3. II.~i\: '1JJÞJの住民形態について

は詳かではないが、多角形住'，l}が円形住居ーの絞術的Il!II
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図3 住居E事実測図(番号は遺物の出土位置を示す)

前からおh出さtt.るものであったとしても⑬、五角形{主 主主①粕倉必古川共益;塚古川j (ri捻 tH~~史制鯛査報告』
居跡の存在はいかにも特終な感がする。そilでは、具 第611サ 1934)

体的に五角形{セff:'が平IIII形以外lこ{阜の住居とF隔絶した 岩崎直也 「多郡紙の J杉~.J1ll輸が出土近江八幡

様相1を地するかと首えl'、朝1:ノ仏'Jiltl!l事に|測する限リ、 rll 下1~供町千似11共古げmfj (r被災文化財だより』

必ずしもそうではない。まず、その)~~Iili~~! て・あるが、 N<l74 1983) 

滋賀県下の他例が大11'IAAliIJを示すのに対して⑪、:収/ ② 柏倉Kitrr自主陀締法制:j (q~H'-l以史制澗公報管』
内遺跡の場合1;1:約39m'と小111でふり、他の住鰐の平均 穿1611仕 1934)

1直約30m'と比べてそJLはどの;/1いはなし、。さらに;掘ノ ③ 閉路正当主「五角形{主魁跡を検出 j丘江八幡市千

内遺跡では、 50m'にi!tい)]形{玉川ーも存在する.また、 {匂供IsT坊!ノ内治跡J(fiJ¥Ht'文化財だよリJiNn86 

住腸内総i立や出セiU:物の'l'l.鼠についても際だった特 1983) 

殊性11示さないようである. しかし、その上単線造の ④安曇川町教育委員会 『南市東遺跡発鋸謁査機綴』

検討rH詩くとして、 「平筒形のちがいは室内利用法の (1979) 

差異ーひいては生活慣例の議終を表現するむのJ。だ @岩崎 淡 ・山田謙吾 ・山崎秀二 r守山市伊勢iS
とすれば、同時期の集滞隙成のなかで五角形住緩が特 Z専の五角形住居2w.J ('滋賀文化財だよ')J No.67 
殊な位置を占めていた可能性も依然として否定できな 1982) 

いように思われるのである o @守山市教ff委只会『守山市文化財調査報告書』

(EB路正幸) 第12冊 1983) 
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図4 出 土 遺物

⑦ 向上

@ 務、 浩一編著 r陪j志社団辺校地図i立天神Uj弥生

i盆湖、J (1976) 

@f需!諮問教育委員会内番勝大中J (1964) 

⑬ 岡山県教育委員会「錦町遺跡、J (F .I.!lli，議文化財発

掘調査報告 山陽新幹線に伴なう樹:1b (1972) 

⑪ 背木遺跡制旋回『青木遺跡発掘調査報告i?}J J 

-IH (1976-78) 

⑬ (財)鳥取県教育文化財団「長瀬高浜逃跡発編i訴i

主t報告書JVJ (r鳥取県教脊文化財団報告書芸J14 

1983) 

⑬ 滋賀県教育委員会 守山市教育委員会 (財)滋

各辺の:長さ 所ミ而符{ 牧穴 !笠t称 炉

潟市東 5-6m 約52m' S本 中央

伊勢 l地点 平均5.06>>1 約50m' 52ド 。(中央)
伊勢2地点 6-7m 約67m' 対応不明 。中央
.l1il / 内 5m ま'~39111' ( 54;:) 。中央

賀県文化財保織協会 r>>IHrr~ì古跡発繍言問符概報』

( 1979) 

⑪ ・⑪石野陣{言「住厨型の地域性J (校、 浩一編

r三世紀の考古学Jtlτ巻ー学生社 1981) 
⑬石野博信 『考古学から見た古代日本の住居J

「大林太良桁f11' 日本古代文化の探究 家』 社会

忠怨社 1975) 

⑬巡f事ごとの同時存夜住居との比較が前提となる

が、取リあえず50nt'を趨えるものを大型と考える。

主主@参照。

~m注守山市吉身凶逃跡で新た に王L角形{主情が線認さ

れている。r乙f.¥J18-1予と山崎秀二氏の御教示による。

!咋 i滋穴 備 膏号 在住

南辺中央 -必生時代後)UI中紫 @ 

(来日t面近<) -協生時代後則前半 ③-⑥ 

. ~主生時代後期(1地点と!:J:時期幾)
東南i?l 北とtlま円弧状 ⑤・⑤

. l，¥i織は一機二重

東南 ill
-弥生時代後期後半

一
-上記{抑jに比べやや小別

表 | 滋賀県下検出の五角形住居跡の比較

- 4ー


